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特　集特　集

審査の結果及び意見
　平成21年度利尻富士町一般会計及び特別会計の歳入歳出
決算の計数は、関係諸帳簿及び証書類並びに預金残高証明
書と符号し、相違ないことを確認した。
　また、予算の執行及び収入、支出、財産の管理等財務に
関する事務等については、適正に執行されたものと認める。
　しかし、別記に掲げるように、個別意見として検討・改
善を要するものがあったので、これらについて適切な措置
を求めるものである。
　平成21年度の経済状況は、米国発の金融危機の影響を受
け、同時不況に陥り不安定な経済・社会情勢のなか「我が
国経済は、戦後最悪とも言うべき深刻な不況に直面してい
る」という内閣府の発表と、つるべ落としのような景気の
悪化が止まらない現状を「戦後最大の危機」と表現し、景
気回復に向けた経済対策が喫緊の課題として取り上げられ、
過去最大の規模の一般会計国家予算、追加の経済危機対応、
景気回復対策のための第一次、第二次補正予算がなされた
ところです。
　本町においても、景気・経済活動の低迷が長期化しそう
な環境の中で、産業経済活動や住民生活への計り知れない
ダメージがなお一層機具され、先行き不透明・不安定な状
況等厳しい状況の中にありましたが、国の経済危機対策、
緊急経済対策事業により、町の活力や住民生活の安心を促
す施策が展開されたところであります。
　本年度の決算では、厳しい財政運営を余儀なくされてい
る状況においても、自主財源の確保を図り、収支の均衡に
留意した効率的な財政運営に努め黒字を維持していること
は、適正な財政計画のもとで、適切な財政運営を行ってい
るためと認める。
　また、行財政集中改革プランの取り組みを推進し、効率

的な予算執行に努めるとともに全庁を挙げて歳入の確保に
努めたところである。
　このような状況の中で、平成21年度の町財政は、自主財源
の中心をなす町税収入が275,280,922円で、前年より7.4％の
減、地方交付税及び臨時財政対策債の合計額は2,471,898,000
円で5.6％の増加となっている。
　平成21年度一般会計歳入歳出決算は、歳入総額が5,052,67
3,775円となり、歳出総額が4,936,876,826円となった。この
結果、歳入歳出差引額が115,796,949円で、事業の繰越に伴
って翌年度へ繰り越すべき財源90,175,000円を差し引いた
実質収支は、25,621,949円の黒字となった。
　特別会計の歳入歳出決算は、歳入総額1,941,127,402円と
なり、歳出総額が1,908,105,707円となった。この結果、歳
入歳出差引額が33,021,695円となった。
　また、各特別会計においては、一般会計から総額355,898
千円を繰入しているが、前年度との比較では45,081千円の
増額となっている。
　本町財政の現状は、歳入面では、地方交付税及び国庫支
出金（地域活性化・経済危機対策臨時交付金、公共投資臨
時交付金、きめ細かな臨時交付金等）が増額となりました
が、景気の低迷、経済活動の低迷が長期化するなかで税収
の伸びは期待できず、一般財源の確保は引き続き困難な状
況にありますので、厳しい財政運営を余儀なくされるもの
と判断されます。
　今後も、予算執行にあたっては、十分なコスト意識を持
ち、無駄のない簡素で効率的な事業執行とともに収入の確
保に努め、町民の理解のもと更なる効果的・効率的な行財
政改革を積極的に推進し、健全財政の堅持と持続可能な行
財政構造の確立に努力されたい。

　歳入歳出決算内訳については、町広報「りしり富士」平成22年新年号4・5ページに掲載されていますので省
略します。

監査委員　菊　地　喜　助
監査委員　伊　藤　信　勝

決算審査意見書（抜粋）

審査の意見
　平成21年度利尻富士町各会計の決算については、一般会
計ほか11特別会計を合わせ、歳入総額6,993,801千円、歳出
総額6,844,982千円、翌年度へ繰り越すべき財源90,175千円
で差引額58,643千円を翌年度に繰越している。
　国の交付金等を利用し町民生活に直結する数多くの事業
を実施しながら、行財政集中改革プランの取り組みにより
経常経費の抑制に努め効率的な行政運営を図り、財政調整
基金に146,640千円の積み立てを行ったことは、次年度以降
の財政運営上意義あるもので、その努力を高く評価するも
のであります。
　歳出においては、昨今の厳しい財政事情の中にありなが
ら、概ね適正な予算編成が成され、効率性を十分考慮し執
行されたものと認めるところであります。今後は、平成21
年度の施策の結果を検討し、継続が必要な事業や町民のた

めの優先事業等を見極めていかなければなりません。
　また、歳入については、税収入や各種使用料収入等の徴
収に向けての事務担当者の努力は一定の評価をするものの、
町税、国保税、住宅使用料等の滞納については、厳しい経
済情勢ではあっても負担の公平性を欠くものであり、対応
の実態に応じた収納方法を十分検討し完納に向けてさらに
努力されたい。
　結びに、地方分権改革の流れの中で、これまで以上に安
定した財政基盤と自主・自立の行政運営が求められている
ところであります。
　十分なコスト意識を持ち、より一層効果的で無駄のない
事務事業の執行と、最小の経費で最大の努力を惜しまず、
更なる行政水準の向上と財政の健全化に努めることを期待
するものであります。

委 員 長　田　村　　　修
副委員長　米　谷　　　篤

決算審査特別委員会報告書（抜粋）

平成21年度各会計決算を認定平成21年度各会計決算を認定！！！！平成21年度各会計決算を認定！！特集
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議案審議議案審議

を
平
均
0
．
1
％
（
2
0
0
円
〜
5

0
0
円
）
引
き
下
げ
る
。
55
歳
を
超

え
る
職
員
は
給
料
月
額
を
1
．
5
％

引
き
下
げ
る
。
43
歳
未
満
の
職
員
は

23
年
4
月
1
日
に
1
号
俸
昇
給
。
期

末
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
、
6
月
期
分

期
末
勤
勉
手
当
を
1
0
0
分
の
1
9

5
か
ら
1
0
0
分
の
1
9
0
に
、
12

月
期
期
末
勤
勉
手
当
を
1
0
0
分
の

2
2
0
か
ら
1
0
0
分
の
2
0
5
に

減
額
す
る
。

　
　

（
平
成
22
年
12
月
1
日
適
用
）

▽
利
尻
富
士
町
定
住
自
立
圏
の
形
成

に
係
る
議
会
の
議
決
事
件
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〔
制
定
内
容
〕

・
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結
、

変
更
又
は
廃
止
に
関
し
て
は
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議

決
す
べ
き
事
件
と
す
る
た
め
の
条
例

の
制
定
。

〔
質
疑
内
容
〕

俵
谷
議
員　

稚
内
市
を
中
心
市
と
し

て
宗
谷
管
内
の
町
村
が
協
定
を
締
結

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
管
内
各
自
治

体
は
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
の
か
。

ま
た
、
わ
が
町
だ
け
条
例
を
制
定
し

て
議
会
の
議
決
を
得
た
場
合
、
時
期

的
な
面
、
決
断
の
方
法
に
支
障
が
な

い
も
の
か
ど
う
か
。

総
務
課
長　

中
心
市
で
あ
り
ま
す
稚

内
市
と
協
定
を
締
結
し
よ
う
と
す
る

管
内
の
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
議
会
に

条
例
案
を
提
案
す
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、今
の
と
こ
ろ
管
内
各
町
村
が
提
案

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

〔
指
定
内
容
〕

・
利
尻
島
灯
油
備
蓄
施
設
を
、
利
尻

島
灯
油
備
蓄
施
設
運
営
委
員
会
に
指

定
管
理
者
と
し
て
管
理
を
行
わ
せ
る

た
め
の
指
定
。

　地方から大都会への人口流出を抑制するため総務省が推進
する施策。人口5万人程度以上で昼間人口が多い都市が「中心
市」となり、生活・経済面で関わりの深い「周辺市町村」と
協定を締結し、定住自立圏を形成。中心市が策定する定住自
立圏共生ビジョンに沿って、地域全体で、医療・福祉・教育
など生活機能の強化、交通・ＩＣＴインフラの整備や地域内
外の住民の交流、人材育成など人口定住に必要な生活機能の
確保に取り組むこと。

【定住自立圏構想とは？】

〔
質
疑
内
容
〕

俵
谷
議
員　

備
蓄
施
設
の
目
的
は
灯

油
の
安
定
供
給
と
灯
油
価
格
の
安
定

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
指

定
管
理
者
に
価
格
の
面
ま
で
全
面
依

存
す
る
の
か
。
仕
入
れ
価
格
と
供
給

価
格
の
安
定
性
を
保
つ
た
め
に
、
施

設
管
理
者
で
あ
る
自
治
体
が
介
入
し

て
議
論
で
き
る
の
か
。
新
し
い
施
設

で
の
指
定
管
理
者
の
業
務
内
容
と
灯

油
備
蓄
施
設
の
管
理
者
の
立
場
の
整

合
性
に
つ
い
て
説
明
頂
き
た
い
。

副
町
長　

指
定
管
理
者
の
業
務
内
容

に
つ
い
て
は
、
備
蓄
施
設
の
維
持
管

理
に
関
す
る
業
務
、
灯
油
の
発
注
業

務
、
備
蓄
施
設
の
灯
油
の
受
入
業
務
、

在
庫
管
理
業
務
、
共
同
配
送
に
関
す

る
業
務
、
危
険
物
取
扱
保
安
業
務
、

利
用
料
の
収
受
、
そ
の
他
町
長
が
定

め
る
業
務
を
基
本
協
定
と
し
て
、
議

決
を
頂
い
た
後
に
細
部
の
協
定
を
締

結
し
ま
す
。
灯
油
価
格
の
決
定
あ
る

い
は
仕
入
れ
と
供
給
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
備
蓄
タ
ン
ク
を
使
用
し
て
い

る
業
者
の
財
産
で
す
の
で
、
町
の
入

っ
て
い
る
運
営
協
議
会
で
は
、
民
間

業
者
の
灯
油
価
格
ま
で
入
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
仕
入
れ
と
管
理
と
い
う
部
分
を

分
け
て
考
え
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。今
後
、指
定
管
理
者
に
委
託
管
理

を
運
営
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
は
指
定

管
理
者
が
管
理
す
る
、
自
分
達
の
維

持
管
理
を
す
る
管
理
費
を
節
約
す
る

等
に
よ
っ
て
、
い
く
ら
か
で
も
灯
油

価
格
に
反
映
さ
せ
れ
る
よ
う
な
メ
リ

ッ
ト
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

再
質
問　

原
油
価
格
の
変
動
に
よ
っ

て
、
灯
油
は
供
給
さ
れ
る
が
価
格
が

高
い
ま
ま
で
は
備
蓄
タ
ン
ク
の
町
民

に
対
す
る
安
心
感
が
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
運
営
協
議
会

と
運
営
委
員
会
の
協
議
の
場
を
つ
く

り
、
行
政
側
も
あ
る
程
度
の
言
及
を

呈
す
る
調
整
段
階
の
道
を
残
し
て
頂

き
た
い
。

副
町
長　

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行

っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
利
用
料

等
に
つ
き
ま
し
て
は
条
例
で
上
限
を

決
め
ま
し
て
、
協
定
締
結
の
中
で
町

と
協
議
し
て
承
認
を
得
て
か
ら
利
用

料
金
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

灯
油
の
安
定
供
給
の
た
め
に
備
蓄
タ

ン
ク
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
備
蓄

タ
ン
ク
を
国
の
補
助
制
度
に
則
り
造

る
時
も
現
在
の
価
格
よ
り
い
く
ら
か

で
も
下
げ
る
と
い
う
こ
と
で
国
の
補

助
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
灯
油
自
体

は
業
者
の
も
の
で
す
の
で
、
価
格
の

高
低
に
よ
る
設
定
は
あ
く
ま
で
も
業

者
が
決
定
す
る
も
の
だ
と
お
さ
え
て

い
ま
す
。
運
営
協
議
会
は
1
年
に
1

回
程
度
は
会
議
を
開
催
す
る
方
向
で

あ
り
ま
す
の
で
、
指
定
管
理
者
か
ら

事
業
計
画
や
業
務
報
告
、
ま
た
、
町

の
調
査
も
で
き
ま
す
の
で
協
議
会
の

中
で
業
者
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

▽
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

〔
改
正
内
容
〕

・
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、
6

月
期
分
期
末
手
当
を
1
0
0
分
の
1

3
5
か
ら
1
0
0
分
の
1
2
2
．
5

に
、
12
月
期
期
末
手
当
を
1
0
0
分

の
1
2
5
か
ら
1
0
0
分
の
1
3
7
．

5
に
減
額
す
る
。

　
　

（
平
成
22
年
12
月
1
日
適
用
）

▽
利
尻
富
士
町
長
等
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〔
改
正
内
容
〕

・
町
長
等
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、

6
月
期
期
末
手
当
を
1
0
0
分
の
1

9
5
か
ら
1
0
0
分
の
1
9
0
に
、

12
月
期
期
末
手
当
を
1
0
0
分
の
2

2
0
か
ら
1
0
0
分
の
2
0
5
に
減

額
す
る
。

　
　

（
平
成
22
年
12
月
1
日
適
用
）

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

〔
改
正
内
容
〕

・
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
給
料
月
額

条　
　
　

例

条　
　
　

例

第
4
回
臨
時
会

第
4
回
臨
時
会

11
月
26
日　

出
席
議
員
9
名

そ　

の　

他

そ　

の　

他

用語解説
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議案審議議案審議

が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
現
在
分
析
待
ち
で

あ
り
ま
す
が
、
原
因
を
究
明
し
問
題

点
を
絞
り
込
ん
で
営
業
に
漕
ぎ
着
け

る
よ
う
早
急
に
対
応
し
た
い
。

再
質
問　

温
水
の
循
環
や
ボ
イ
ラ
ー

関
係
に
問
題
は
な
い
の
か
。
ま
た
、

プ
ー
ル
で
の
各
事
業
の
推
進
に
係
る

連
携
は
ど
う
か
。

産
業
建
設
課
長　

ボ
イ
ラ
ー
的
に
は

正
常
だ
と
判
断
し
て
い
ま
す
が
、
配

管
系
統
の
複
雑
な
状
態
、
配
管
経
路

に
は
温
度
計
が
な
い
と
い
う
不
備
な

部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
総
体
的
な

に
係
る
温
泉
プ
ー
ル
が
修
繕
の
た
め

休
館
中
で
あ
り
ま
す
が
、
数
回
の
故

障
の
経
過
や
設
定
温
度
の
推
移
に
つ

い
て
説
明
頂
き
た
い
。

産
業
建
設
課
長　

昨
年
来
、
設
備
の

点
検
・
清
掃
・
機
器
の
交
換
を
行
っ

て
お
り
、
温
度
は
上
昇
傾
向
に
あ
り

向
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
温
水
プ

ー
ル
の
温
度
が
ど
う
調
整
し
て
も
現

時
点
で
29
度
ま
で
し
か
上
昇
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
根
本
的
な
原
因
は

何
な
の
か
配
管
系
統
も
含
め
て
全
般

的
な
原
因
究
明
の
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
一
般
的
な
温
度
は
30
度
以
上

俵
谷
議
員　

商
工
費
・
観
光
費
・
観

光
宣
伝
費
及
び
観
光
協
会
補
助
金
の

内
容
は
。

産
業
建
設
課
長
補
佐　

観
光
宣
伝
費

は
、
千
歳
空
港
か
ら
の
要
望
に
よ
り

千
歳
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
、航
空
路
線
が
あ
る
離
島（
利

尻
島
・
奥
尻
島
）
町
村
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
事
業
費
で
す
。
観
光
協
会
補

助
金
は
、
冬
季
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
を
実
施
す
る
観
光
協
会
に
対
す
る

事
業
費
の
補
助
金
で
す
。

俵
谷
議
員　

土
木
費
・
都
市
公
園
費

▽
平
成
22
年
度
利
尻
富
士
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

〔
補
正
内
容
〕

・
補
正
額
2
億
7
千
6
7
7
万
8
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
48
億
3
千
7
5
9
万
5
千

円
と
す
る
。

〔
質
疑
内
容
〕

俵
谷
議
員　

総
務
費
・
庁
用
備
品
購

入
費
の
内
容
は
。

総
務
課
長　

印
刷
機
（
リ
ソ
グ
ラ
フ
）

の
経
年
劣
化
に
よ
る
破
損
の
た
め
の

更
新
費
用
で
す
。

俵
谷
議
員　

総
務
費
・
庁
舎
管
理
費

・
修
繕
料
の
内
容
は
。

総
務
課
長　

庁
舎
温
水
暖
房
に
係
る

熱
交
換
器
、
屋
上
扉
の
そ
れ
ぞ
れ
経

年
劣
化
（
建
築
後
10
年
）
に
よ
る
修

繕
費
用
で
す
。

俵
谷
議
員　

総
務
費
・
財
産
管
理
費

・
土
地
測
量
業
務
委
託
料
の
内
容
は
。

産
業
建
設
課
長　

朝
日
ふ
化
場
に
隣

接
し
て
新
施
設
を
建
設
す
る
計
画
に

基
づ
い
て
、
町
が
建
設
用
地
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
水
源
確
保
の
関
係
も
あ
り
国

の
土
地
を
購
入
す
る
た
め
の
調
査
測

量
費
用
で
す
。

　平成22年第4回定例町議会が12月14日招集されました。
　一般質問に2名の議員が登壇し、町民要望のため議論を交わしました。その後、提案された
議案を審議し、すべて原案のとおり可決しました。

●会　　期　12月14日～16日
●出席議員　9名第４回定例会

補
正
予
算

補
正
予
算

第４回定例会

■平成22年度利尻富士町一般会計補正予算（第４号）

地方特例交付金
普通交付税
障害者福祉費負担金
障害者福祉費負担金
漁業振興施設整備事業道補助金
水産業振興構造改善事業道補助金
利尻富士利尻線（交安）工事用地取得業務委託金
寄付金
基金繰入金
雑入
総合交流促進施設整備事業費
港湾整備事業債
臨時財政対策債

人件費
人件費
賃金
土地測量業務委託料
自治振興費　生活交通路線補助金
総合交流促進施設記念碑建設工事
庁舎管理費
人件費
障害者福祉費
介護サービス特別会計繰出金
漁業振興施設整備事業補助金
水産振興構造改善事業補助金
漁業施設再編対策事業補助金
観光費
人件費
港湾管理費
鴛泊港湾整備事業負担金
下水道事業特別会計繰出金
街づくり対策債
人件費
財政調整基金費積立金
減債基金積立金
庁舎建設基金積立金

●会　　期　12月14日～16日
●出席議員　9名

地方特例交付金
地方交付税
国庫支出金

道 支 出 金

寄　付　金
繰　入　金
雑　　　入

町　　　　債

議　会　費

総　務　費

民　生　費

農林水産業費

商　　工　　費

土　木　費

教　委　費

諸 支 出 金

主な歳入

主な歳出

（単位：千円）

（単位：千円）

5,077
88,239
2,400
1,200

△ 1,600
△ 1,040
61,864
1,300

△ 3,966
2,371
11,000

△ 31,700
140,847

△ 1,582
△ 10,177
△ 1,910
4,431
2,178
11,000
2,226
1,026
5,650

△ 4,500
△ 1,600
△ 1,040
2,485
1,133
3,715
1,158

△ 31,723
△ 5,944
63,714
△ 5,839
80,650
150,000
2,169
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節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
先

人
が
建
立
し
た
記
念
碑
を
粗
末
に
で

き
な
い
と
い
う
思
い
と
、
こ
れ
ま
で

の
歴
史
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
思
い
か

ら
建
設
す
る
も
の
で
す
。

再
質
問　

1
0
0
年
記
念
碑
の
移
設

が
不
可
能
な
の
か
。
ま
た
、
事
業
費

が
高
額
で
は
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

1
0
0
年
記
念
碑
の
移

設
は
、
解
体
業
者
や
専
門
家
と
も
検

討
し
ま
し
た
が
構
造
上
不
可
能
で
あ

る
と
の
報
告
で
す
。
町
民
の
シ
ン
ボ

ル
的
な
施
設
と
し
て
位
置
付
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
1
0
0
年
記
念
碑
の

見
地
か
ら
設
計
か
ら
施
工
ま
で
の
全

体
的
に
判
断
で
き
る
、
能
力
の
あ
る

業
者
が
原
因
究
明
に
あ
た
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
事
業
の
推
進
、
利
用

に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、

関
係
各
係
で
連
携
を
密
に
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

俵
谷
議
員　

教
育
費
に
関
連
し
て
、

鬼
脇
中
学
校
校
舎
・
利
尻
小
学
校
屋

体
の
一
部
の
雨
漏
り
対
策
、
及
び
鴛

泊
中
学
校
玄
関
屋
根
部
分
の
一
部
改

修
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

教
育
委
員
会
次
長　

鬼
脇
中
学
校
・

利
尻
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
応
急
的
な
修
繕
で
対

応
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
原
因
を
調

査
し
て
対
策
を
講
じ
た
い
。
鴛
泊
中

学
校
に
つ
い
て
は
、
構
造
上
、
落
雪

等
に
よ
る
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

対
応
し
て
い
ま
す
。
応
急
措
置
を
検

討
し
ま
す
が
、
屋
根
の
大
規
模
改
修

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
根
本
的

な
構
造
を
改
修
し
た
い
。

俵
谷
議
員　

総
務
費
・
総
合
交
流
促

進
施
設
記
念
碑
建
設
事
業
に
つ
い
て
、

記
念
碑
の
必
要
性
に
つい
て
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長　

東
利
尻
町
開
基
1
0
0

年
を
記
念
し
た
記
念
碑
を
施
設
の
解

体
に
当
た
り
移
設
を
検
討
し
ま
し
た

が
、
老
朽
化
に
よ
り
困
難
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
総
合
交
流
促
進
施
設
の
オ

ー
プ
ン
と
開
町
1
3
0
年
が
重
な
る

ろ
う
と
い
う
こ
の
辺
の
精
神
が
理
解

し
難
い
が
。

町
長　

施
設
を
整
備
し
た
り
記
念
事

業
が
あ
れ
ば
、
記
念
碑
や
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
建
設
は
各
地
域
で
行
っ
て
い

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の

よ
う
に
記
念
事
業
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
歴
史
を
残
し
た
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
財
源
手
当
・
住
民
負
担
を
考

慮
し
な
が
ら
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

再
質
問　

事
業
費
の
節
減
は
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長　

事
業
費
を
確
定
で
き
ま
せ
ん

が
、
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
予

算
内
で
建
設
し
た
い
。

米
谷
議
員　

北
海
道
の
委
託
業
務
で
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
が
町
で
も
可
能

に
な
り
ま
す
が
町
の
対
応
は
。

総
務
課
長　

平
成
23
年
6
月
1
日
以

降
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

▽
平
成
22
年
度
利
尻
富
士
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号
）

〔
補
正
内
容
〕

・
補
正
額
6
7
5
万
7
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

8
千
3
3
7
万
8
千
円
と
す
る
。

〔
質
疑
内
容
〕

俵
谷
議
員　

ふ
化
場
建
設
に
よ
る
水

源
確
保
に
よ
り
、
簡
易
水
道
へ
の
影

基
板
の
一
部
を
利
用
し
な
が
ら
記
念

の
モ
ニュ
メ
ン
ト
と
し
て
建
設
し
た
い
。

再
々
質
問　

町
民
の
福
祉
に
は
左
右

さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
町
民
目
線

か
ら
は
必
要
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。

町
長　

歴
史
的
な
も
の
を
見
て
感
じ

る
こ
と
の
必
要
性
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
管
内
・
道
内
・
全

国
的
に
も
使
用
さ
れ
る
施
設
で
も
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
歴
史
を
残

し
歴
史
を
刻
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤
井
議
員　

た
か
が
記
念
碑
に
な
る

と
思
う
が
、
借
金
を
し
て
事
業
を
や

響
は
ど
う
か
。

産
業
建
設
課
長　

ふ
化
場
の
水
源
に

つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
同
じ
地
区

で
す
が
水
脈
が
違
う
と
い
う
判
断
で

す
の
で
、
ふ
化
場
の
水
源
を
確
保
し

て
も
簡
易
水
道
の
水
源
に
は
影
響
は

な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

▽
平
成
22
年
度
利
尻
富
士
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

〔
補
正
内
容
〕

・
補
正
額
9
9
0
万
5
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

2
億
5
千
37
万
8
千
円
と
す
る
。

▽
平
成
22
年
度
利
尻
富
士
町
港
湾
整

備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号
）

〔
補
正
内
容
〕

・
補
正
額
1
0
7
万
2
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

6
4
1
万
7
千
円
と
す
る
。

▽
平
成
22
年
度
利
尻
富
士
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

〔
補
正
内
容
〕

・
補
正
額
2
千
99
万
3
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

4
億
3
9
8
万
6
千
円
と
す
る
。

▽
平
成
22
年
度
利
尻
富
士
町
介
護
サ

ー
ビ
ス
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）

旧開発センターに設置されていたモニュメント旧開発センターに設置されていたモニュメント
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〔
補
正
内
容
〕

・
補
正
額
25
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
7
千
3
8

8
万
円
と
す
る
。

▽
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協

定
の
締
結
に
つ
い
て

〔
協
定
締
結
内
容
〕

・
中
心
市
宣
言
を
行
っ
た
稚
内
市
と

利
尻
富
士
町
と
の
間
に
お
い
て
、
相

互
に
役
割
を
分
担
し
て
、
定
住
に
必

要
な
都
市
機
能
及
び
生
活
機
能
の
確

保
・
充
実
を
図
り
、
必
要
な
経
済
基

盤
の
整
備
を
促
進
し
、
魅
力
あ
る
定

住
圏
を
形
成
す
る
た
め
の
協
定
締
結
。

〔
質
疑
内
容
〕

藤
井
議
員　

協
定
に
関
し
て
ど
う
い

う
よ
う
な
評
価
で
も
っ
て
参
加
さ
れ
、

ど
う
い
う
意
見
を
か
わ
さ
れ
た
の
か
。

住
民
に
対
す
る
安
全
・
安
心
な
生
活

を
守
り
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
考
え
、
そ
れ
の
中
に
稚
内
市
が

中
心
市
だ
と
考
え
ま
す
が
、
稚
内
市

だ
け
の
宣
言
で
は
な
く
各
町
村
も
同

じ
よ
う
な
宣
言
を
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
が
。

総
務
課
長
補
佐　

平
成
21
年
4
月
に

定
住
自
立
圏
推
進
要
綱
が
総
務
省
か

ら
施
行
さ
れ
、
そ
れ
以
後
、
数
回
の

そ　

の　

他

そ　

の　

他

と
い
う
こ
と
で
、
何
も
か
も
一
括
し

て
稚
内
市
に
や
っ
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

再
質
問　

個
別
に
具
体
案
を
協
定
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
定
住
自
立

圏
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
住
民
サ
ー
ビ

ス
が
含
ま
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
と
職
員
の
合
理
化
が
含

ま
れ
る
の
か
ど
う
か
。

町
長　

何
か
の
事
務
を
ま
と
め
て
稚

内
市
で
そ
れ
を
や
っ
て
い
く
と
い
う

シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
広
域
事
務
を

稚
内
市
に
任
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
情
報
交
換
し
た
り
自

分
の
町
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
だ

け
を
協
定
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
利

尻
富
士
町
の
職
員
が
減
る
と
い
う
こ

と
や
人
件
費
が
削
減
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
ま
で
に
は
発
展
し
ま
せ
ん
。

▽
利
尻
富
士
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

〔
策
定
内
容
〕

・
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
ま
で
の
6
年
間
を
計
画
期
間

と
し
て
計
画
を
策
定
す
る
も
の
。

〔
質
疑
内
容
〕

俵
谷
議
員　
　

荒
廃
漁
場
の
雑
海
藻

駆
除
に
つ
い
て
は
、
駆
除
対
策
を
何

十
年
も
か
け
て
実
施
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
思
っ
た
よ
う
な
成
果
が

上
が
ら
な
い
ま
ま
生
息
範
囲
が
拡
大

〔
補
正
内
容
〕

・
補
正
額
46
万
5
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
4
千

2
7
4
万
4
千
円
と
す
る
。

▽
平
成
22
年
度
利
尻
富
士
町
国
民
健

康
保
険
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

〔
補
正
内
容
〕

・
補
正
額
4
5
1
万
1
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

4
億
6
千
4
1
万
9
千
円
と
す
る
。

▽
平
成
22
年
度
利
尻
富
士
町
歯
科
施

設
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

首
長
会
議
、
担
当
者
会
議
に
お
い
て

協
定
に
向
け
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。
3
月
に
稚
内
市
が
中
心
市
宣
言

を
し
た
と
い
う
関
係
か
ら
、
稚
内
市

を
中
心
と
し
な
が
ら
ど
う
い
う
取
り

組
み
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
メ

イ
ン
に
協
議
を
進
め
、
こ
の
度
の
協

定
書
の
締
結
ま
で
に
漕
ぎ
着
け
た
と

い
う
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
定

住
自
立
圏
は
、
昨
今
の
国
内
の
経
済

事
情
・
財
政
事
情
か
ら
各
市
町
村
が

各
々
発
展
・
振
興
し
て
い
く
の
に
は
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
無
理
で
は
な
い
の

か
と
い
う
こ
と
で
、
中
心
市
を
含
め

な
が
ら
周
辺
9
町
村
が
同
意
し
な
が

ら
定
住
自
立
圏
構
想
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
中

心
市
は
中
心
市
宣
言
で
き
る
要
件
が

あ
り
ま
し
て
、
要
件
を
ク
リ
ア
し
た

稚
内
市
が
中
心
市
宣
言
を
し
ま
し
た
。

協
定
締
結
の
議
決
が
頂
け
ま
し
た
な

ら
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
な
が

ら
個
別
に
具
体
的
な
協
議
を
進
め
て

い
く
と
い
う
段
階
で
あ
り
ま
す
。

町
長　

本
町
も
医
療
の
関
係
・
漁
業

の
関
係
な
ど
色
々
な
連
携
を
図
れ
る

事
項
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
か

ら
、
利
尻
富
士
町
も
参
加
し
た
い
と

い
う
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た
い
。
住

民
生
活
に
必
要
な
も
の
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
繋
が
る
と
い
う
利
尻
富

士
町
の
メ
リ
ッ
ト
あ
る
部
分
を
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
の
中
に
入
れ
な
が
ら
、
連

携
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
連
携
す
る

議案審議

■平成22年度利尻富士町各特別会計補正予算

5,595
△ 3,768
2,246
7,756

道々改良に伴う配水管移設補償費
人件費
修繕料
道々改良に伴う配水管移設補償費

歳入
歳出

●簡易水道事業特別会計（補正第1号）
主な歳入歳出 （単位：千円）

△ 5,944
△ 4,600
－10,625

一般会計繰入金
特環公共下水道事業債
ＭＩＣＳ事業負担金

歳入

歳出

●下水道事業特別会計（補正第1号）
主な歳入歳出 （単位：千円）

△ 16,900
△ 2,500
△ 3,900
4,000
3,600
11,000
25,093
3,600
17,324

療養給付費分
介護納付金分
後期高齢者支援金分
医療給付滞納繰越分
療養給付費（退職者医療分）
基金繰入金
前年度繰越金
退職者療養給付費
返還金

歳入

歳出

●国民健康保険事業特別会計（補正第1号）
主な歳入歳出 （単位：千円）

●介護サービス特別会計（補正第2号）

△ 4,500
1,920

△ 5,319
△ 2,422

基金繰入金
賃金
人件費（特別養護老人ホーム費）
人件費（老人保健施設費）

歳入

歳出

主な歳入歳出 （単位：千円）
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議案審議議案審議

さ
れ
、
資
源
が
増
え
な
い
と
い
う
結

果
に
な
り
生
産
減
収
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
計
画
の
中
に
、
漁
場
改
良
を

し
て
生
産
を
上
げ
る
と
い
う
記
述
が

あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
施
策
が
明

確
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
説
明
頂

き
た
い
。

総
務
課
長　

計
画
書
に
つ
い
て
は
、

過
疎
計
画
要
綱
の
定
め
に
よ
り
上
位

計
画
で
あ
る
新
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
に
準
じ
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

過
疎
債
の
借
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
事

業
内
容
（
個
別
事
業
項
目
）
の
増
は
、

書
類
的
に
軽
微
な
変
更
で
差
障
り
が

な
い
と
い
う
取
扱
い
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
事
業
名
で
必
要
な
事
項
を

掲
載
し
た
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
頂

き
た
い
。

再
質
問　

漁
業
振
興
は
漁
業
に
携
わ

っ
て
い
る
組
合
員
の
生
産
向
上
を
目

的
と
す
る
の
が
基
本
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
漁
場
の
造
成
に
よ
り
生
産
を

上
げ
る
か
、
新
し
い
漁
業
の
導
入
を

も
っ
て
生
産
向
上
を
図
る
か
で
す
。

ヨ
レ
モ
ク
が
広
範
囲
に
な
り
鬼
脇
地

区
の
生
産
海
域
の
半
分
以
上
を
侵
食

し
、
以
前
、
生
産
が
あ
っ
た
海
域
か

ら
全
く
生
産
が
上
が
っ
て
い
な
い
ひ

ど
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
観
点

か
ら
す
る
と
、
導
入
す
る
資
金
ボ
リ

ュ
ー
ム
は
こ
こ
に
着
眼
を
お
い
て
検

討
す
べ
き
で
あ
り
、
町
民
の
生
活
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
基
幹
産
業
で
あ
る

漁
業
の
支
援
に
よ
り
町
の
振
興
を
図

る
こ
と
か
ら
は
、
軽
微
な
記
述
変
更

と
し
て
捉
え
て
よ
い
の
か
。
事
業
項

目
と
し
て
明
確
化
し
て
記
載
さ
れ
な

い
と
、
そ
の
事
業
は
軽
視
し
て
い
る

と
捉
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
行
政

は
継
続
性
が
大
事
で
あ
り
ま
す
の
で
、

配
慮
を
持
っ
て
事
業
計
画
を
組
ん
で

頂
き
た
い
。

総
務
課
長　

計
画
書
策
定
で
は
、
事

業
名
は
知
事
承
認
と
総
務
省
に
提
出

さ
れ
ま
す
の
で
議
会
の
議
決
事
項
で

す
が
、
過
疎
債
を
使
う
よ
う
な
事
業

内
容
が
で
た
と
き
は
軽
微
な
事
項
に

あ
た
る
の
で
、
議
会
の
議
決
は
要
し

な
い
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ

の
よ
う
な
記
述
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
議
会
軽
視
を
し
て
い
る
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
長　

事
業
が
軽
微
だ
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
変
更
す
る
場
合
の
書
類

の
作
り
方
と
し
て
事
業
は
実
施
で
き

ま
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、

作
為
が
あ
っ
て
の
言
葉
で
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
今
、
漁
協
と
連
携
を
取
り

合
っ
て
い
ま
す
の
で
載
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
の
で
ご
理
解
頂
き

た
い
。
ヨ
レ
モ
ク
の
関
係
は
深
刻
な

問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
懇

談
会
で
も
、
町
の
人
達
が
計
画
を
立

て
て
漁
協
の
承
認
を
得
て
も
ら
え
れ

ば
、
町
と
し
て
の
対
応
は
十
分
し
ま

す
と
い
う
話
は
し
て
い
ま
す
。
町
が

支
援
す
る
の
は
産
業
振
興
と
し
て
そ

の
地
域
だ
け
で
な
く
他
の
地
域
に
も

影
響
す
る
と
お
さ
え
て
い
ま
す
の
で
、

資
源
保
護
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い

る
中
で
は
漁
協
と
連
携
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
ご
理
解
頂
き
た
い
。

俵
谷
議
員　

青
少
年
会
館
は
建
築
後

30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
が
計
画
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
計
画
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
鬼
脇
公
民
館
建
設
事

業
と
一
体
性
を
も
っ
て
、
同
時
進
行

で
過
疎
化
事
業
の
取
組
み
を
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
。

教
育
委
員
会
次
長　

計
画
策
定
に
お

い
て
、
事
業
内
容
の
軽
微
な
変
更
が

可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
地
域
青
少
年

会
館
を
計
画
に
掲
載
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
公
民
館
を
改
築
す
る
時
に
地

域
青
少
年
会
館
も
一
体
と
し
て
整
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

教
育
長　

公
民
館
の
改
築
建
設
事
業

は
、
整
備
す
べ
き
事
業
と
し
て
教
育

委
員
会
で
も
お
さ
え
て
お
り
ま
す
。

青
少
年
会
館
の
事
業
名
は
載
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
公
民
館
と
地
域
青
少
年

会
館
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
い
う

こ
と
は
、
公
民
館
改
築
時
に
一
体
的

に
考
え
て
い
く
べ
き
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
公
民
館
の
建
設
事
業
に

あ
た
っ
て
は
十
分
に
考
え
て
い
き
た

い
。

▽
利
尻
富
士
町
総
合
交
流
促
進
施
設

り
ぷ
ら
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〔
策
定
内
容
〕

・
利
尻
島
開
発
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃

止
し
て
、
新
築
さ
れ
る
「
総
合
交
流

促
進
施
設
り
ぷ
ら
」
の
設
置
及
び
管

理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
制
定
。

〔
質
疑
内
容
〕

藤
井
議
員　

新
し
い
施
設
で
の
喫
煙

に
対
す
る
分
煙
・
禁
煙
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長　

ロ
ビ
ー
の
一
角
に
強
制

機
能
を
も
っ
た
ガ
ラ
ス
張
り
の
分
煙

対
策
を
考
え
て
お
り
、
そ
こ
で
喫
煙

し
て
頂
く
こ
と
と
し
、
他
の
建
物
内

は
禁
煙
を
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問　

公
的
施
設
で
は
全
面
的
に

禁
煙
を
と
っ
て
い
る
の
が
全
国
的
な

状
態
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

喫
煙
・
分
煙
・
禁
煙
を
明
確
に
打
ち

出
し
て
利
用
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長　

強
制
機
能
を
も
っ
た
ガ

ラ
ス
張
り
部
屋
に
灰
皿
と
分
煙
機
を

設
置
し
ま
す
。
他
の
場
所
に
は
灰
皿

を
一
切
置
き
ま
せ
ん
し
、
喫
煙
に
つ

条
例
制
定

条
例
制
定

りぷら喫煙スペースりぷら喫煙スペース
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◎
議
会
運
営
委
員
会

利
尻
富
士
町
議
会
会
議
規
則
の
調
査

　

利
尻
富
士
町
会
議
規
則
の
う
ち
、

会
議
規
則
第
54
条
か
ら
56
条
、
第
61

条
、
第
63
条
に
規
定
す
る
、
発
言
内

容
、
質
疑
の
回
数
、
発
言
時
間
、
一

般
質
問
、
準
用
規
定
等
に
関
す
る
調

査
を
行
っ
た
。
調
査
事
項
は
、
地
方

分
権
改
革
の
進
展
を
背
景
と
し
た
議

会
の
権
能
の
拡
充
に
関
わ
る
議
会
活

性
化
に
取
り
組
む
課
題
に
属
し
、
町

民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
議
会
審

議
及
び
会
議
の
能
率
的
な
運
営
を
図

る
こ
と
な
ど
本
会
議
の
運
営
に
関
す

る
事
項
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
議
長

の
議
事
整
理
権
に
属
す
る
事
項
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
全
議
員
の
参
加
に

よ
る
調
査
・
研
究
が
必
要
で
あ
る
と

の
こ
と
か
ら
、
利
尻
富
士
町
会
議
規

則
第
1
1
9
条
の
規
定
に
基
づ
く
、

議
長
が
主
宰
す
る
「
全
員
協
議
会
」

に
お
い
て
調
査
・
研
究
の
上
、
協
議

・
調
整
を
行
う
こ
と
に
決
定
し
た
。

気
等
の
問
題
で
苦
情
が
発
生
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
利
用
状

況
も
一
定
の
範
囲
に
特
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
施
設
の
維
持
管
理
に

苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

現
施
設
の
利
用
に
関
わ
る
関
係
者
・

関
係
団
体
か
ら
の
意
見
聴
取
と
協
議

の
上
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え

る
が
、
本
委
員
会
と
し
て
は
、
利
用

頻
度
や
衛
生
上
の
見
地
な
ど
か
ら
廃

止
・
解
体
の
方
向
で
検
討
す
べ
き
も

の
と
考
え
る
。

い
て
は
広
報
等
で
で
も
お
知
ら
せ
し

な
が
ら
分
煙
・
喫
煙
対
策
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

▽
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び

執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
報

告
に
つ
い
て

・
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
平

成
21
年
度
の
教
育
委
員
会
の
事
務
の

点
検
・
評
価
を
実
施
し
、
今
後
の
効

果
的
な
教
育
行
政
の
推
進
及
び
町
民

へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
、
教
育
委
員
会
教
育
長
よ
り
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

鴛
泊
字
港
町　

佐
藤　

千
恵
子

　
　
　
　
　

昭
和
28
年
4
月
15
日
生

鬼
脇
字
鬼
脇　

味
噌　

律
子

　
　
　
　
　

昭
和
29
年
4
月
3
日
生

※
二
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
さ

　

れ
ま
し
た
。

●

●

定例町議会は、3月・6月・9月・12月の年4回開かれます。
臨時町議会は必要のつど開かれます。
　　　　　　　　　どうぞお気軽に議会を傍聴しましょう。

議案審議・委員会レポート

1　

総
合
交
流
促
進
施
設
現
況
調
査

　

施
設
整
備
工
事
は
順
調
に
進
捗
し

て
お
り
平
成
23
年
1
月
よ
り
施
設
の

一
部
使
用
が
可
能
と
の
事
で
あ
り
、

新
し
い
施
設
が
交
流
の
場
と
し
て
利

活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

特
記
事
項
な
し
。

2　

町
営
住
宅
の
現
況
調
査

　

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
の
策

定
作
業
中
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
老

朽
化
し
た
住
宅
の
現
入
居
者
へ
の
転

退
去
の
対
応
策
を
検
討
し
住
宅
の
立

替
を
推
進
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

3　

町
営
公
衆
ト
イ
レ
の
現
況
調
査

　

港
町
公
衆
便
所
に
つ
い
て
は
、
臭

11月30日　総務民教産建常任委員会

報　
　
　

告

報　
　
　

告

人　
　
　

事

人　
　
　

事

老朽化が進んでいる町営住宅老朽化が進んでいる町営住宅
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行政報告

し
て
地
方
公
共
団
体
に
交
付
さ
れ
る

「
き
め
細
か
な
交
付
金
」
「
住
民
生

活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
」
の
本
町

へ
の
配
分
額
が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。

①
き
め
細
か
な
交
付
金
配
分
額
は
7

千
5
6
8
万
6
千
円
。
こ
の
交
付
金

は
、
円
高
、
デ
フ
レ
対
応
の
た
め
の

緊
急
総
合
経
済
対
策
と
新
成
長
戦
略

実
現
の
た
め
に
地
域
の
活
性
化
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
「
き
め
細
か
な
事
業
」

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

地
方
公
共
団
体
の
単
独
事
業
で
か
か

る
所
要
の
経
費
に
対
し
国
が
支
援
を

行
う
こ
と
か
ら
交
付
さ
れ
る
。
本
町

の
事
業
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

の
時
期
に
交
付
額
が
決
定
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
第
4
回
定
例
町
議
会
に

提
案
し
て
い
る
補
正
予
算
に
間
に
合

わ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
か
ら
事
業
抽
出
を
行
い
、

臨
時
議
会
を
招
集
し
て
議
決
を
頂
い

た
後
に
事
務
事
業
を
進
め
た
い
。
②

住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
配

分
額
9
1
2
万
3
千
円
。
こ
の
交
付

金
は
、
住
民
生
活
に
と
っ
て
大
事
な

分
野
で
あ
り
な
が
ら
光
が
十
分
当
て

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
（
地
方
消

費
者
行
政
、
Ｄ
Ｖ
対
策
、
自
殺
予
防

等
の
弱
者
対
策
、
自
立
支
援
、
知
の

地
域
づ
く
り
な
ど
）
に
対
す
る
地
方

の
取
組
み
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、

地
方
単
独
で
行
っ
た
事
業
の
経
費
や

国
庫
補
助
事
業
の
地
方
負
担
に
対
し

て
も
活
用
で
き
る
。
本
町
は
、
こ
れ

◎
利
尻
空
港
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

　

9
月
は
往
復
で
3
，
1
0
2
人
、

10
月
は
往
復
で
1
，
7
4
4
人
、
11

月
は
1
，
2
6
0
人
で
3
ヶ
月
合
計

で
は
6
，
1
0
6
人
と
な
っ
て
お
り
、

昨
年
と
比
べ
る
と
9
7
3
人
の
減
、

搭
乗
率
は
36
．4
％
で
5
．3
％
の
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
利
用
者
が
減

と
な
っ
て
い
る
状
況
で
搭
乗
率
が
向

上
し
て
い
る
原
因
は
、
10
月
か
ら
プ

ロ
ペ
ラ
機
に
よ
る
運
航
の
た
め
で
す
。

◎
平
成
22
年
度
地
域
活
性
化
交
付
金

に
つ
い
て

　

臨
時
国
会
で
成
立
さ
れ
た
補
正
予

算
の
中
で
、
地
域
活
性
化
交
付
金
と

か
ら
こ
れ
ら
の
該
当
す
る
事
業
を
選

択
し
て
交
付
金
の
目
的
に
沿
っ
た
事

業
を
展
開
し
た
い
。
こ
の
交
付
金
は
、

一
定
の
条
件
の
も
と
一
部
を
基
金
に

積
立
を
し
な
が
ら
、
23
年
度
以
降
の

地
方
単
独
事
業
の
財
源
に
も
充
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
平
成
23
年
度
緊
急
雇
用
創
出
推
進

事
業
に
つ
い
て

　

緊
急
雇
用
創
出
推
進
事
業
は
、
現

下
の
雇
用
・
失
業
情
勢
に
鑑
み
「
緊

急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
交
付
金
」

を
都
道
府
県
に
交
付
し
て
基
金
を
造

成
し
、
こ
の
基
金
を
活
用
し
て
市
町

村
に
交
付
金
を
交
付
し
、
短
期
の
雇

用
や
就
業
機
会
を
創
出
・
提
供
す
る

事
業
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
ふ
る

さ
と
雇
用
再
生
特
別
対
策
推
進
事
業
」

と
併
せ
て
事
業
の
要
件
緩
和
・
拡
充

す
る
た
め
に
追
加
交
付
さ
れ
た
も
の

で
す
。
こ
の
交
付
金
の
配
分
額
は
、

1
千
9
4
9
万
1
千
円
が
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
事
業
は
23
年
度
事
業
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
23
年
度
当

初
予
算
に
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
介
護
、
観
光
、
環
境
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
農
林
水
産
、
地
域
社
会
雇

用
、
教
育
・
研
究
と
幅
広
く
活
用
で

き
る
基
金
で
あ
る
の
で
、
枠
配
分
の

最
高
額
を
活
用
し
て
町
内
の
雇
用
創

出
事
業
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の
景

気
・
経
済
対
策
や
雇
用
対
策
を
講
じ

て
参
り
た
い
。

行 政 報 告行 政 報 告
　第４回定例会において、町長より「利尻空港の利
用状況について」ほか２件について行政報告があり
ました。

行政報告

利尻空港年度別旅客数（利尻～千歳）

※（　）は利用率　　※21年度就航率→91.5％

ANA
B3

493（13.5）
534（14.6）
1,027（14.1）

1,027
96.7％

493（13.5）
534（14.6）
1,027（14.1）

1,027

利尻－千歳
千歳－利尻
計

累　　　計
就　航　率
利尻－千歳
千歳－利尻
計

累　　　計
就　航　率
利尻－千歳
千歳－利尻
計

路線 月

累計乗降客数

4

ANA
DH8

ANA
合計

21　
　

年　
　

度

1,034（29.3）
1,242（35.2）
2,276（32.3）

3,303
90.3％

1,034（29.3）
1,242（35.2）
2,276（32.3）

3,303

5

2,734（77.5）
2,604（73.8）
5,338（75.7）

8,641
93.3％

2,734（77.5）
2,604（73.8）
5,338（75.7）

8,641

6

2,560（72.6）
2,607（73.9）
5,167（73.2）

13,808
90.3％

2,560（72.6）
2,607（73.9）
5,167（73.2）

13,808

7

2,304（59.0）
2,389（61.2）
4,693（60.1）

18,501
100.0％

2,304（59.0）
2,389（61.2）
4,693（60.1）

18,501

8

1,544（42.3）
1,903（52.1）
3,447（47.2）

21,948
96.7％

1,544（42.3）
1,903（52.1）
3,447（47.2）

21,948

9

725（18.6）
1,285（32.9）
2,010（25.7）

23,958
100.0％

725（18.6）
1,285（32.9）
2,010（25.7）

23,958

10

663（16.7）
959（24.2）
1,622（20.5）

25,580
100.0％

663（16.7）
959（24.2）
1,622（20.5）

25,580

11

366（11.6）
367（11.6）
733（11.6）
26,313
77.4％

366（11.6）
367（11.6）
733（11.6）
26,313

12

440（14.5）
401（13.2）
841（13.9）
27,154
74.2％

440（14.5）
401（13.2）
841（13.9）
27,154

1

391（12.8）
438（14.4）
829（13.6）
27,983
85.7％

391（12.8）
438（14.4）
829（13.6）
27,983

2

619（16.9）
654（17.8）
1,273（17.4）

29,256
93.5％

619（16.9）
654（17.8）
1,273（17.4）

29,256

3

13,873（32.6）
15,383（36.1）
29,256（34.4）

29,256
91.5％

13,873（32.6）
15,383（36.1）
29,256（34.4）

29,256

ANA
B3

609（19.3）
591（18.8）
1,200（19.0）

1,200
83.3％

609（19.3）
591（18.8）
1,200（19.0）

1,200

利尻－千歳
千歳－利尻
計

累　　　計
就　航　率
利尻－千歳
千歳－利尻
計

累　　　計
就　航　率
利尻－千歳
千歳－利尻
計

累計乗降客数

ANA
DH8

ANA
合計

22　
　

年　
　

度

997（28.3）
1,620（45.9）
2,617（37.1）

3,817
90.3％

997（28.3）
1,620（45.9）
2,617（37.1）

3,817

2,273（64.4）
2,303（65.3）
4,576（64.9）

8,393
93.3％

2,273（64.4）
2,303（65.3）
4,576（64.9）

8,393

1,970（60.1）
2,238（68.3）
4,208（64.2）

12,601
83.9％

1,970（60.1）
2,238（68.3）
4,208（64.2）

12,601

2,064（54.6）
2,078（55.0）
4,142（54.8）

16,743
96.8％

2,064（54.6）
2,078（55.0）
4,142（54.8）

16,743

1,674（47.4）
1,428（40.5）
3,102（44.0）

19,845
93.3％

1,674（47.4）
1,428（40.5）
3,102（44.0）

19,845

838（36.5）
906（39.5）
1,744（38.0）

1,744
100.0％

838（36.5）
906（39.5）
1,744（38.0）

21,589

576（29.9）
533（27.7）
1,109（28.8）

2,853
100.0％
62（15.5）
89（22.3）
151（18.9）
19,996
75.0％

638（27.5）
622（26.8）
1,260（27.1）

22,849

456（22.0）
447（21.6）
903（21.8）
3,756
90.3％

456（22.0）
447（21.6）
903（21.8）
23,752

486（25.3）
449（23.3）
935（24.3）
4,691
83.9％

486（25.3）
449（23.3）
935（24.3）
24,687

2,356（28.7）
2,335（28.4）
4,691（28.6）

4,691
93.3％

9,649（45.5）
10,347（48.8）
19,996（47.2）

19,996
89.8％

12,005（40.8）
12,682（43.1）
24,687（42.0）

24,687

計

路線 月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計
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一般質問一般質問

町
内
の
診
療
所
で
接
種
す
る
こ
と
を

基
本
に
算
出
さ
れ
る
金
額
は
1
8
0

万
円
程
度
の
予
算
が
必
要
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
2
分
の
1
が
北

海
道
の
基
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
町
の
持
ち
出
し
は
多
額

に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
本

人
や
保
護
者
が
希
望
す
れ
ば
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
く
こ
と
が
意
義
あ
る
も
の
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
23
年
度
を
持

っ
て
基
金
は
活
用
で
き
な
く
な
る
こ

と
は
確
か
で
あ
り
ま
す
の
で
、
基
金

が
終
了
し
た
時
点
で
は
一
部
負
担
を

ど
う
す
る
か
も
含
め
て
、
他
の
町
村

度
で
は
対
象
者
を
把
握
し
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
対
象

者
は
合
計
39
人
と
な
っ
て
お
り
、
23

年
度
か
ら
の
実
施
と
な
れ
ば
若
干
の

変
更
は
あ
り
ま
す
。
国
が
示
す
ワ
ク

チ
ン
代
金
の
積
算
単
価
は
1
万
5
千

9
3
9
円
（
こ
の
金
額
以
内
が
助
成

対
象
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
病
院
で
手
数
料
が

異
な
る
こ
と
か
ら
、
町
内
の
2
つ
の

診
療
所
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
代
と
手
数

料
を
含
め
て
、
鴛
泊
診
療
所
は
1
万

4
千
1
0
0
円（
1
回
）、
鬼
脇
診
療

所
は
1
万
6
千
5
9
0
円（
1
回
）と

な
っ
て
お
り
3
回
接
種
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
現
実
を
踏
ま
え
て

　子宮頸がん（しきゅうけいがん）は、女性の命はもち
ろんのこと、妊娠や出産の可能性まで奪ってしまう、生
活や人生に大きな影響を及ぼす病気ですが、定期的な検
診によってがんになる前に発見できる病気でもあります。

●検診と予防ワクチン
　子宮頸がんを予防するためには、定期的な子宮がん検
診の受診が効果的です。また、あなたの体を子宮頸がん
の発症から長期にわたって守ってくれる、子宮頸がん予
防ワクチンが一般の医療機関で接種できるようになって
います。

●予防ワクチンの接種方法
　子宮頸がん予防ワクチンは、肩に近い腕の筋肉に注射
します。１～２回の接種では十分な抗体ができないため、
半年の間に3回の接種が必要です。

い
て
必
要
経
費
を
措
置
す
る
、
と
い

う
こ
と
か
ら
「
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク

チ
ン
接
種
緊
急
促
進
臨
時
交
付
金
」

が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。
基
金
は
都

道
府
県
に
設
置
し
、
市
町
村
の
事
業

に
対
し
助
成
す
る
。
負
担
割
合
は
国

が
2
分
の
1
、
市
町
村
2
分
の
1
と

な
っ
て
お
り
基
金
の
期
間
は
平
成
23

年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
接
種
対

象
者
は
中
学
1
年
生
（
13
歳
相
当
）

か
ら
高
校
1
年
生
（
16
歳
相
当
）
の

女
子
に
3
回
接
種
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
内
で
の
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
の
有

無
と
い
う
こ
と
で
は
、
子
宮
頸
が
ん

は
予
防
可
能
な
ガ
ン
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
子
宮
頸
が
ん
に
な
る
前
に

病
変
が
発
見
可
能
で
あ
っ
て
、
定
期

的
な
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
よ
り
異
形

成
の
段
階
で
発
見
・
治
療
す
る
こ
と

に
よ
り
ガ
ン
の
発
症
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
目
的
を
目
の

当
た
り
に
し
な
が
ら
、
本
町
も
こ
の

機
会
を
捉
え
な
が
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
公
費
に
よ
っ
て
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
22
年
度
と
23

年
度
の
2
ヶ
年
し
か
基
金
を
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
、
22
年
度
は
既

に
3
ヶ
月
を
残
す
の
み
で
保
護
者
の

意
向
調
査
や
実
施
の
有
無
を
確
認
で

き
る
か
ど
う
か
現
在
事
務
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
事
務
作
業
が

整
え
ば
22
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
遅
く
と
も
23
年

の
助
成
の
実
施
は
、
5
月
末
の
デ
ー

タ
ー
で
は
13
自
治
体
の
み
が
実
施
す

る
に
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま

す
が
、
12
月
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

北
海
道
は
国
の
補
正
予
算
の
成
立
に

伴
い
交
付
金
を
活
用
し
て
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
助
成
す
る
市
町
村
に
は
原

則
的
に
接
種
費
用
の
助
成
を
実
施
す

る
方
向
性
で
検
討
に
入
っ
た
と
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。
わ
が
町
に
お
い
て

も
真
剣
に
取
組
む
べ
き
問
題
と
考
え

ま
す
。
児
童
数
が
少
な
い
本
町
で
は

財
政
圧
迫
ま
で
至
ら
な
い
と
思
慮
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
実
施
と
助
成
対
策
を
早
急
に
結
論

付
け
が
必
要
と
判
断
し
て
お
り
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
考
え
て

い
る
か
町
長
の
所
信
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

子
宮
頸
が
ん
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
は
、
近
年
議
論
を
よ
び

そ
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
国
に
お
い
て
は
先
般
の

臨
時
国
会
の
補
正
予
算
で
予
算
化
さ

れ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容

は
、
政
府
の
予
防
接
種
部
会
に
お
け

る
意
見
書
や
国
際
的
な
動
向
、
疾
病

の
重
篤
性
等
に
鑑
み
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
は
予
防
接
種
法
上
の
定

期
接
種
に
向
け
た
検
討
を
行
う
こ
と

と
し
た
こ
と
か
ら
、
部
会
の
意
見
を

踏
ま
え
、
対
象
年
齢
層
に
緊
急
に
ひ

と
通
り
の
接
種
を
提
供
し
て
、
予
防

接
種
を
促
進
す
る
た
め
の
基
金
を
都

道
府
県
に
設
置
し
、
補
正
予
算
に
お

質
問　

最
近
子
宮
頸
が
ん
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
社
会
問
題
と
し
て
、

国
、
都
道
府
県
で
も
大
き
く
取
り
ざ

た
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
小
中
学
生
の
と
き

に
接
種
す
れ
ば
発
症
の
7
割
を
予
防

で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
へ
の
市
町
村

一　般　質　問

一　般　質　問

俵 谷 議 員

子宮頸がんワクチン接種の実施と
助成について

2人 3項目

子宮頸がん（しきゅうけいがん）は 女性の命はもち

子宮頸がんは子宮頸がんは
「予防できる」がん！「予防できる」がん！
子宮頸がんは

「予防できる」がん！
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り
た
い
と
の
こ
と
で
専
門
家
の
意
見

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
可

能
性
に
つ
い
て
は
十
分
に
あ
る
と
の

認
識
の
中
で
、
た
だ
事
業
化
と
な
れ

ば
実
施
主
体
や
施
設
の
整
備
コ
ス
ト

の
問
題
、
更
に
原
材
料
の
確
保
、
輸

送
コ
ス
ト
等
が
ネ
ッ
ク
に
な
り
一
時

期
は
検
討
し
ま
し
た
が
現
在
は
中
止

し
て
い
ま
す
。
ウ
ニ
殻
を
海
に
戻
す

行
為
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
で
は
平

成
20
年
に
「
水
産
系
動
物
性
残
渣
の

有
効
利
用
試
験
実
施
に
関
す
る
要
綱
」

を
制
定
し
、
漁
業
生
産
の
目
的
で
水

産
系
動
物
性
残
渣
の
有
効
利
用
を
図

る
試
験
の
実
施
に
関
し
必
要
な
手
続

き
を
定
め
な
が
ら
試
験
の
円
滑
な
実

施
を
図
る
も
の
と
し
て
お
り
、
先
に

道
南
の
檜
山
沿
岸
で
も
話
題
と
な
っ

た
イ
カ
ゴ
ロ
に
つ
い
て
も
、
こ
の
制

度
で
の
試
験
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。
水
産
系
動
物
性
残
渣
の
海
域
へ

の
投
入
に
関
し
て
は
「
専
ら
漁
業
生

産
の
た
め
の
行
為
で
あ
れ
ば
海
洋
汚

染
防
止
法
上
の
規
制
は
適
用
さ
れ
な

い
。
し
か
し
、
漁
業
生
産
の
た
め
の

行
為
で
あ
っ
て
も
海
洋
環
境
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
は
十
分
な
配
慮
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
部
局

と
十
分
な
調
整
を
行
い
つ
つ
、
適
正

な
方
法
を
検
討
さ
れ
た
い
」
と
の
解

釈
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

周
知
を
受
け
て
同
年
8
月
に
「
利
尻

島
ウ
ニ
殻
等
有
効
利
用
推
進
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
利
尻
漁
協
、
水
産
指

す
が
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
打
破
す
る

た
め
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
構
造

改
革
特
区
を
利
用
し
、
仮
称
「
ウ
ニ

資
源
の
維
持
確
保
の
た
め
の
ウ
ニ
殻

海
洋
リ
ユ
ー
ス
特
区
」
の
申
請
を
町
、

漁
協
、
漁
師
、
そ
し
て
議
会
も
一
体

と
な
っ
て
取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
新

し
い
展
開
に
繋
が
る
の
で
は
と
考
え

ま
す
が
町
長
の
所
信
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

ウ
ニ
殻
等
を
海
域
に
投
棄
す

る
こ
と
は
、
廃
棄
物
処
理
法
・
海
洋

汚
染
防
止
法
等
の
規
定
に
よ
り
禁
止

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。
ウ
ニ
殻
の
処
理
問

題
に
つ
い
て
は
魚
の
残
渣
等
を
含
め

て
、
利
礼
3
町
・
各
漁
協
に
と
っ
て

も
非
常
に
大
き
な
問
題
、
関
心
事
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ウ

ニ
殻
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
前
に

も
同
質
の
問
題
で
質
問
が
あ
り
答
弁

を
し
て
い
ま
す
が
、
ウ
ニ
殻
や
ウ
ニ

の
洗
い
水
も
含
め
て
海
に
投
棄
す
る

こ
と
で
の
資
源
増
殖
の
可
能
性
に
つ

い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
研
究
成
果
で

あ
り
ま
す
が
、
4
日
目
の
ウ
ニ
の
幼

生
ま
で
は
成
果
が
見
ら
れ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
ウ
ニ

殻
や
魚
の
残
渣
を
一
般
廃
棄
物
処
理

場
や
焼
却
処
分
を
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
て
、
処
分
場
の
耐
用
年
数
の

延
命
も
考
慮
し
な
が
ら
、
問
題
解
決

の
た
め
に
ウ
ニ
殻
や
魚
の
残
渣
を
原

料
に
し
て
肥
料
と
し
て
再
活
用
を
図

す
。
こ
の
ウ
ニ
漁
は
昔
か
ら
身
を
出

し
た
後
の
殻
を
海
に
戻
す
の
が
常
識

で
し
た
。
そ
れ
は
、
何
よ
り
も
漁
師

自
身
が
長
年
の
経
験
で
「
海
へ
の
資

源
戻
し
」
が
主
に
、
2
つ
の
重
要
な

効
果
が
あ
る
こ
と
を
体
感
し
て
き
て

い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
1
つ
は
、

自
然
に
ウ
ニ
の
受
精
が
行
わ
れ
資
源

に
再
生
産
さ
れ
て
い
く
。
2
つ
目
は
、

海
へ
の
栄
養
補
給
で
あ
り
、
循
環
や

連
鎖
に
よ
り
他
の
漁
業
資
源
に
も
有

効
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
2
点
は
長
年
当
町
の
漁
業
資
源
等

の
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
臨
海
研
究

所
の
高
橋
先
生
も
そ
の
有
効
性
を
認

め
て
お
り
、
「
殻
の
戻
し
は
ウ
ニ
の

養
殖
と
同
じ
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
漁
業
者
の
常
識
が
平

成
14
年
度
か
ら　

廃
棄
物
の
海
洋
投

棄
と
い
う
こ
と
で
禁
止
さ
れ
、
陸
上

で
の
焼
却
・
埋
立
処
分
に
変
更
さ
れ

て
か
ら
す
で
に
9
年
を
経
過
し
て
お

り
、
こ
の
9
年
間
で
3
千
8
0
0
ト

ン
の
処
分
量
に
及
び
、
最
終
処
分
場

の
維
持
計
画
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て

き
て
お
り
将
来
的
に
も
多
く
の
課
題

を
含
ん
で
お
り
ま
す
。
ウ
ニ
殻
の

「
海
へ
の
戻
し
」
が
町
の
主
要
産
業

を
守
り
、
永
続
的
な
生
産
確
保
に
つ

な
が
り
結
果
と
し
て
後
継
者
対
策
や

漁
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
魅
力
あ
る
漁
業
づ
く
り
の
要
因
に

な
る
と
考
え
ま
す
。
今
ま
で
も
関
係

者
は
努
力
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

質
問
①　

漁
業
は
わ
が
町
は
も
ち
ろ

ん
、
利
尻
・
礼
文
の
特
長
的
な
産
業

で
あ
り
漁
業
の
発
展
な
く
し
て
町
の

将
来
展
望
は
拓
け
な
い
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で

も
ウ
ニ
漁
は
利
尻
漁
協
の
4
割
強
を

占
め
、
漁
業
者
に
と
っ
て
も
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
る
魚
種
で
あ
り
ま

の
実
施
状
況
や
負
担
割
合
を
勘
案
し
、

受
益
者
負
担
に
つ
い
て
も
再
検
討
し

な
が
ら
継
続
的
に
実
施
で
き
れ
ば
望

ま
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

再
質
問　

平
成
22
年
度
、
23
年
度
の

2
ヵ
年
は
、
国
と
市
町
村
が
負
担
し

て
対
象
者
に
負
担
を
か
け
な
い
と
い

う
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
平
成
23
年
度
以
降
も
対
象
者

が
発
生
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、
個
人

負
担
を
軽
減
し
て
継
続
的
な
対
策
を

整
え
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
受
益
者

負
担
に
固
持
し
た
論
理
よ
り
も
、
個

人
の
負
担
「
無
し
」
の
方
向
で
検
討

し
て
頂
き
た
い
。

町
長　

受
益
者
負
担
と
い
う
こ
と
で

は
、
他
の
色
々
な
予
防
接
種
の
ワ
ク

チ
ン
で
も
住
民
負
担
の
公
平
性
と
い

う
立
場
か
ら
一
部
を
負
担
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。
現
在
、
他
の
市
町
村
の

検
討
し
て
い
る
段
階
で
も
全
額
助
成

の
と
こ
ろ
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
受
益
者
負
担
で
す
か
ら
や
む

を
得
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
新
し
い
制
度

で
あ
り
、
以
降
の
対
象
者
が
10
人
〜

15
人
で
す
の
で
負
担
軽
減
の
方
向
で

進
み
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
民
の

税
金
も
使
う
こ
と
か
ら
も
全
額
と
い

う
こ
と
も
言
え
な
い
と
い
う
事
を
理

解
し
て
頂
き
な
が
ら
も
、
他
の
町
村

の
推
移
を
見
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
方

向
で
検
討
い
た
し
た
い
。

黒 川 議 員

ウニ資源維持確保のための
　　　　　ウニ殻海洋リユース特区の申請について
札幌医科大学附属臨海研究所の存続と充実について
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者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
方
向
性
を

見
出
し
て
い
き
た
い
。
本
町
と
し
て

は
試
験
投
棄
の
調
査
結
果
待
ち
を
し

な
が
ら
手
続
き
に
入
る
と
い
う
こ
と

を
ご
理
解
賜
り
た
い
。

質
問
②　

臨
海
研
究
所
の
高
橋
先
生

が
来
年
3
月
で
退
職
し
、
新
し
い
道

へ
進
む
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
よ
う

で
あ
り
ま
す
。
高
橋
先
生
は
研
究
所

の
顔
と
し
て
35
年
の
永
き
に
亘
り
町

の
産
業
で
あ
る
漁
業
に
関
す
る
研
究

等
に
従
事
し
、
そ
の
研
究
成
果
や
提

言
は
漁
業
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
す

る
と
と
も
に
「
産
・
学
・
官
」
連
携

の
貴
重
な
証
差
で
あ
り
、
そ
の
功
績

を
高
く
評
価
し
敬
意
を
表
す
る
も
の

の
1
人
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
高
橋

先
生
の
退
職
に
よ
り
臨
海
研
究
所
が

ど
う
な
る
の
か
多
く
の
町
民
の
心
配

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
基
幹
産

業
の
漁
業
振
興
の
た
め
に
も
臨
海
研

究
所
の
果
た
す
役
割
は
こ
れ
か
ら
増

大
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
、
積
極

的
に
「
学
」
の
力
を
借
り
る
意
味
で

も
よ
り
一
層
の
「
産
・
学
・
官
」
の

連
携
を
強
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

臨
海
研
究
所
の
機
能
の
充
実
に
つ
い

て
関
係
機
関
へ
働
き
か
け
を
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
町
長
の
所
信

を
伺
い
ま
す
。

町
長　

札
幌
医
科
大
学
附
属
臨
海
医

学
研
究
施
設
に
つ
い
て
は
、
常
勤
し

て
い
る
先
生
の
退
官
に
伴
っ
て
廃
止

特
区
を
設
け
て
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
と
い
う
こ
と
で
の
特
区
で
す
の

で
、
デ
ー
タ
ー
の
結
果
が
そ
れ
に
一

定
の
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で

は
、
あ
ま
り
明
る
い
方
向
性
が
取
れ

な
い
の
で
は
と
危
惧
し
ま
す
の
で
、

漁
師
の
方
々
の
経
験
則
を
全
面
に
押

し
出
し
な
が
ら
、
色
々
な
制
度
を
利

用
し
な
が
ら
投
棄
が
で
き
て
資
源
が

再
生
産
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
で
は
、

特
区
制
度
を
利
用
し
て
も
悪
い
要
素

は
出
て
こ
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

町
長　

海
の
物
を
海
に
返
し
て
山
の

物
は
山
に
返
し
て
そ
れ
が
リ
ユ
ー
ス

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
基
本
的

な
考
え
、
今
ま
で
は
資
源
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
考
え
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、「
法
律
の
壁
」
が
あ
り
ま
す
。

　

試
験
投
棄
の
調
査
は
良
い
結
果
が

で
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

海
洋
汚
染
に
な
ら
な
け
れ
ば
投
棄
す

る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
デ
ー
タ
ー

は
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
感
は

あ
り
ま
す
。
法
律
が
何
本
か
に
重
な

る
か
ら
特
区
申
請
が
あ
り
ま
す
が
、

海
の
汚
染
に
な
ら
な
い
と
い
う
結
論

付
け
に
な
れ
ば
、
ウ
ニ
殻
を
早
い
時

期
に
海
に
戻
し
て
や
る
そ
う
い
う
運

動
や
、
新
た
な
特
区
申
請
の
必
要
性

が
あ
れ
ば
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
ー
し

な
が
ら
も
、
試
験
結
果
が
で
れ
ば
確

認
作
業
な
り
事
務
手
続
き
が
必
要
で

あ
れ
ば
手
続
き
に
入
り
、
行
政
だ
け

で
な
く
漁
協
や
協
議
会
と
い
う
関
係

と
い
う
こ
と
で
、
試
験
結
果
の
デ
ー

タ
ー
は
数
字
と
し
て
出
て
く
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
こ
の
試
験
方
法
で
は

近
海
の
状
況
を
デ
ー
タ
ー
と
し
て
調

査
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
長
い

海
の
歴
史
か
ら
い
く
と
ほ
ん
の
一
瞬

の
歴
史
で
あ
り
、
海
洋
投
棄
を
し
て

そ
こ
で
デ
ー
タ
ー
を
取
れ
る
よ
う
な

サ
イ
ク
ル
で
は
な
く
、
な
か
な
か
判

断
の
し
ず
ら
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
漁
師
の
方
々
が
長
年
経
験
し
た

経
験
則
と
い
う
の
は
数
字
と
し
て
デ

ー
タ
ー
で
は
で
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は

必
要
な
要
素
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

特
区
制
度
の
関
係
で
は
、
国
の
現
行

制
度
で
な
か
な
か
矛
盾
を
し
て
い
て

解
決
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
結
果

と
し
て
漁
場
環
境
に
顕
著
な
前
進
が

見
ら
れ
た
場
合
は
、
デ
ー
タ
ー
を
下

に
海
中
還
元
の
た
め
の
「
特
区
申
請
」

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
結

果
を
見
な
が
ら
関
係
者
と
相
談
し
て

か
ら
の
手
続
き
と
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

再
質
問　

ウ
ニ
殻
の
関
係
で
は
、
殻

を
投
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
受
精
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
小
魚
が
寄
っ
て
き
て

食
べ
て
、
そ
れ
を
大
き
な
魚
が
と
い

う
循
環
が
海
岸
線
を
育
て
、
ま
た
、

受
精
種
苗
の
効
果
が
当
初
か
ら
認
め

ら
れ
て
い
て
長
年
経
験
的
に
行
っ
て

き
た
と
思
い
ま
す
。
特
区
申
請
す
る

に
あ
た
っ
て
は
デ
ー
タ
ー
が
必
要
だ

導
所
、
利
尻
富
士
町
、
利
尻
町
、
離

島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
事
業
を
実

施
す
る
島
内
4
集
落
を
構
成
員
と
し

て
「
ウ
ニ
殻
の
海
中
還
元
試
験
計
画

書
」
を
策
定
し
、
試
験
実
施
に
向
け

た
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
計

画
書
の
中
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
藻
場

環
境
の
変
化
は
海
水
温
の
上
昇
、
栄

養
塩
の
不
足
等
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
栄
養
塩
の
供
給
材
料
と
し
て

ウ
ニ
生
産
で
生
じ
る
「
殻
」
な
ど
残

渣
を
有
効
す
る
こ
と
に
よ
り
、
昆
布

を
始
め
と
す
る
海
藻
類
の
植
生
拡
大
、

昆
布
製
品
の
品
質
の
向
上
な
ど
を
目

論
む
と
と
も
に
、
資
源
の
循
環
型
利

用
を
目
指
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。
計
画
は
、
20
年
度
か
ら
実
施
し

よ
う
と
し
ま
し
た
が
時
期
的
な
問
題

も
あ
り
、
予
備
的
調
査
し
か
実
施
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
21
年
度

は
効
果
が
し
や
す
い
袋
澗
状
の
地
形

を
選
定
し
な
が
ら
海
藻
の
繁
茂
状
態

が
思
わ
し
く
な
い
場
所
と
し
て
設
定

し
た
、
鬼
脇
字
金
崎
地
先
で
効
果
把

握
の
た
め
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
で
は
、
ウ
ニ
殻
3
0
0
㎏
を
2

回
投
入
し
、
施
工
区
・
対
象
区
を
本

年
7
月
ま
で
効
果
追
跡
調
査
を
継
続

し
て
お
り
、
現
在
は
デ
ー
タ
ー
の
分

析
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
ま
す
。

纏
め
ら
れ
る
デ
ー
タ
ー
で
は
、
海
藻

の
繁
茂
状
態
、
見
入
り
の
状
況
、
栄

養
塩
、
魚
類
の
イ
集
、
水
質
、
ウ
ニ

稚
子
な
ど
の
生
物
環
境
な
ど
が
分
析

海中還元試験に使われたウニ殻海中還元試験に使われたウニ殻
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3　

道
民
合
意
が
な
い
ま
ま
、
関
税

撤
廃
を
原
則
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参

加
を
決
し
て
行
わ
な
い
こ
と
。

◎
政
府
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
基
本
方
針
に
関
す

る
意
見
書

1　

例
外
な
き
関
税
撤
廃
を
原
則
と

す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
は
行
わ

な
い
こ
と
。

2　

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
す

べ
て
の
貿
易
交
渉
に
あ
た
り
、
主
要

水
産
物
を
重
要
品
目
と
し
て
関
税
撤

廃
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
。

3　

無
秩
序
な
水
産
物
貿
易
の
自
由

化
が
世
界
の
水
産
資
源
の
乱
獲
を
助

長
し
、
枯
渇
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
漁
業
先
進
国
で
あ
る
わ

が
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
こ
と
。

※
こ
の
意
見
書
は
原
案
の
と
お
り
可

決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し

た
。

◎
北
海
道
開
発
の
枠
組
み
の
堅
持
と

北
海
道
局
の
存
続
に
関
す
る
意
見
書

1　

北
海
道
開
発
を
総
合
的
か
つ
着

実
に
推
進
す
る
た
め
、
北
海
道
開
発

の
枠
組
み
を
堅
持
し
、
北
海
道
局
を

存
続
す
る
こ
と
。

2　

平
成
20
年
7
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
地
球
環
境
時
代
を
先
導
す
る

新
た
な
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」
を

着
実
に
推
進
す
る
こ
と
。

◎
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
行
わ
な
い
よ

う
求
め
る
意
見
書

1　

国
際
貿
易
交
渉
に
当
た
っ
て
は

「
多
様
な
農
業
の
共
存
」
を
基
本
理

念
と
し
て
、
日
本
提
案
の
実
現
を
目

指
す
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
基
本
方
針

を
堅
持
し
、
食
の
安
全
・
安
定
供
給

・
食
料
自
給
率
の
向
上
、
国
内
農
水

産
業
・
農
漁
村
の
振
興
な
ど
を
損
な

わ
な
い
よ
う
対
応
す
る
こ
と
。

2　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
含
め
包
括
的
経
済
連

携
は
、
米
や
小
麦
、
で
ん
粉
、
砂
糖
、

牛
肉
、
乳
製
品
等
の
重
要
品
目
、
並

び
に
主
要
水
産
物
を
関
税
撤
廃
の
対

象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
。

徒
諸
君
の
人
間
形
成
の
場
と
し
て
も

意
義
が
あ
り
、
離
島
地
域
の
身
体
調

査
等
に
お
い
て
も
こ
れ
か
ら
の
医
療

に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で

あ
り
、
利
尻
島
に
住
む
私
た
ち
と
し

て
は
、
臨
海
医
学
附
属
研
究
所
の
再

編
統
合
に
は
反
対
し
、
本
施
設
の
存

続
は
、
離
島
医
療
と
も
連
携
の
も
と

に
発
展
的
継
続
を
す
べ
き
で
あ
る
。

な
ど
の
事
項
を
要
望
書
に
纏
め
存
続

を
お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
問
題
は
、
札
医
大
内
部
で
検
討

し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
地
元
に

行
っ
て
必
ず
説
明
す
る
と
の
約
束
も

あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
検
討
結
果

は
本
町
や
存
続
を
求
め
る
会
に
も
報

告
が
あ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
、
こ

の
施
設
の
存
続
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
も
存
続
を
求
め
る
会
と
一
体
と

な
っ
て
要
望
を
継
続
し
ま
す
が
、
本

町
と
し
て
は
、
札
医
大
か
ら
は
鬼
脇

歯
科
診
療
所
医
師
の
派
遣
で
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
慎

重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
、
北
海
道
大
学
と
も
協

定
書
を
取
り
交
わ
し
て
、
医
療
、
水

産
も
含
め
て
幅
広
く
連
携
を
深
め
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
札
幌

医
科
大
学
と
も
北
大
の
よ
う
な
協
定

を
結
び
な
が
ら
連
携
を
深
め
て
頂
く

申
し
出
を
行
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

申
し
添
え
ま
す
。

学
生
の
定
員
の
増
を
含
め
て
、
学
校

全
体
と
し
て
再
編
整
備
も
含
め
て
真

剣
に
検
討
し
て
い
る
こ
と
。
④
現
在

の
臨
海
医
学
研
究
所
の
副
所
長
の
後

任
は
、
先
生
を
募
集
し
て
い
る
が
現

在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ

と
。
な
ど
、
先
生
の
配
置
は
難
し
い

面
が
あ
る
が
研
究
所
は
職
員
も
配
置

し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
研
究
所
の

存
廃
の
検
討
は
来
年
ま
で
に
検
討
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
の
内

部
事
情
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
本

町
や
存
続
を
求
め
る
会
の
要
望
内
容

は
、
①
地
域
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
研
究

に
お
い
て
も
利
尻
島
の
特
産
品
で
あ

る
ウ
ニ
、
昆
布
、
ナ
マ
コ
の
研
究
に

力
を
頂
き
な
が
ら
産
業
振
興
に
寄
与

し
て
い
る
こ
と
。
②
臨
海
医
学
研
究

所
の
廃
止
統
合
を
検
討
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
は
町
内
に
衝
撃
と
困
惑

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
。
③
地
域
に

密
着
し
た
研
究
は
、
離
島
と
い
う
地

理
的
条
件
を
感
じ
さ
せ
な
い
教
育
高

揚
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
産
業
振
興
に
お
け
る
学
術
的

観
点
か
ら
の
推
進
は
利
尻
島
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
。
④

利
尻
礼
文
地
域
は
暖
流
系
、
寒
流
系

の
生
き
物
が
混
在
し
、
生
物
多
様
性

の
中
か
ら
研
究
の
場
と
し
て
有
益
な

情
報
発
信
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
研

究
施
設
で
あ
る
こ
と
。
⑤
現
在
実
施

し
て
い
る
離
島
地
域
医
療
実
習
は
、

今
後
の
北
海
道
地
域
医
療
を
担
う
生

を
含
め
て
検
討
し
て
い
る
と
の
話
を

耳
に
し
、
関
係
者
に
真
意
を
聞
い
て

い
た
と
こ
ろ
に
、
8
月
30
日
に
札
幌

医
科
大
学
か
ら
総
務
課
長
、
学
務
課

長
が
臨
海
医
学
研
究
所
の
老
朽
化
の

状
況
視
察
の
た
め
に
来
庁
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
節
に
、
風
聞
に
よ
る
と
い

う
話
の
な
か
で
存
廃
の
話
を
切
り
出

し
、
風
聞
が
確
か
な
も
の
で
あ
れ
ば

地
元
と
し
て
は
当
然
受
け
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
の

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
は
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
町
民
の
中
か
ら
同
じ
話

を
聞
き
な
が
ら
、
事
実
で
あ
れ
ば
手

を
抜
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
町
内
有
志
に
よ
る
「
札
幌
医

科
大
学
医
学
部
附
属
臨
海
医
学
研
究

所
の
存
続
を
求
め
る
会
」
を
結
成
し
、

11
月
19
日
に
「
求
め
る
会
」
の
メ
ン

バ
ー
1
人
に
随
行
し
、
再
編
統
合
反

対
の
要
望
書
を
持
参
し
て
札
幌
医
大

企
画
管
理
部
長
兼
学
務
事
務
部
長
、

来
庁
し
た
課
長
2
人
に
出
向
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
札
幌
医
大
で
は
、

「
北
海
道
立
」
か
ら
「
北
海
道
公
立

学
校
法
人
」
に
移
管
に
な
っ
て
、
①

札
医
大
の
建
設
計
画
を
も
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
多
額
の
投
資
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
②
臨

海
医
学
附
属
研
究
所
も
含
め
て
医
学

部
の
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
③
医
学
部

一般質問・意見書

意　
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書
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5
日　

歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
芸
会
（
議
長
外
各
議
員
出
席
）

8
日　

議
会
運
営
委
員
会

17
日　

利
尻
郡
清
掃
施
設
組
合
議
会
（
関
係
議
員
出
席
）

　
〃　

利
尻
郡
学
校
給
食
組
合
議
会
（
関
係
議
員
出
席
）

21
日　

利
尻
島
国
民
健
康
保
険
病
院
組
合
議
会
（
関
係
議
員
出
席
）

　
〃　

利
尻
礼
文
消
防
事
務
組
合
議
会
（
関
係
議
員
出
席
）

22
日　

商
工
業
後
継
者
報
償
贈
呈
式
（
議
長
、
総
務
民
教
産
建
常
任
委
員

　
　
　

長
出
席
）

30
日　

御
用
納
め

1
日　

利
尻
山
神
社
歳
旦
祭

3
日　

北
見
神
社
歳
旦
祭

4
日　

平
成
23
年
成
人
式
（
議
長
外
各
議
員
出
席
）

5
日　

平
成
23
年
消
防
団
出
初
式
（
議
長
外
各
議
員
出
席
）

6
日　

御
用
始
め

8
日　

鬼
脇
老
人
ク
ラ
ブ
潮
流
会
新
年
交
礼
会
（
議
長
外
各
議
員
出
席
）

9
日　

消
防
団
活
性
化
事
業

19
日　

宗
谷
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
及
び
意
見
交
換
会
（
稚
内
市
、

　
　
　

議
長
・
局
長
出
席
）

21
日　

平
成
23
年
観
光
協
会
新
年
会
（
議
長
出
席
）

28
日　

ど
ん
ぶ
り
選
手
権
報
告
会
（
議
長
出
席
）

30
日　

武
部
勤
宗
谷
管
内
連
合
後
援
会
「
新
春
の
集
い
」
（
稚
内
市
、
議

　
　
　

長
出
席
）

1
日　

第
1
回
臨
時
町
議
会

　
〃　

議
員
と
各
自
治
会
長
と
の
懇
談
会

6
日　

鴛
泊
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
防
火
の
集
い
（
議
長
出
席
）

8
日　

全
国
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会
及
び
定
期
総
会
（
東

　
　
　

京
都
、
議
長
出
席
）

14
日　

鬼
脇
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
防
火
の
集
い
（
藤
井
副
常
任
委
員
長
出
席
）

16
日　

広
報
委
員
会

17
日　

総
務
民
教
産
建
常
任
委
員
会

　
〃　

全
員
協
議
会

25
日　

総
合
交
流
促
進
施
設
り
ぷ
ら
落
成
記
念
式
典
並
び
に
祝
賀
会
（
議

　
　
　

長
外
各
議
員
出
席
）

1
月

2
月

議

会

日

誌

　

厳
し
い
冬
も
あ
と
少
し
、
希
望
に
満
ち
た
春

の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
早
や

3
月
、
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
で
の
グ
ラ
ン
プ
リ
、

り
ぷ
ら
の
オ
ー
プ
ン
、
光
ケ
ー
ブ
ル
の
設
置
な

ど
他
に
も
明
る
い
話
題
で
ス
タ
ー
ト
で
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

我
が
町
に
お
い
て
は
、
人
口
の
減
少
が
最
小

限
に
止
ま
り
、
保
育
所
に
は
子
供
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
子
供
は
未
来
の
町
の
財
産
で
す
。
み

ん
な
で
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
4
月
に
は
統
一
地
方
選
挙
が
あ
り
ま

す
。
報
道
な
ど
に
迷
わ
さ
れ
ず
、
自
分
の
意
思

で
棄
権
せ
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

時
に
、
全
国
的
に
伊
達
直
人
現
象
が
ブ
ー
ム

と
な
り
、
養
護
施
設
に
匿
名
で
の
寄
付
を
行
う

と
の
こ
と
で
す
が
、
我
が
町
に
は
ふ
る
さ
と
納

税
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
匿
名
で
の
寄
付
を
受

け
付
け
て
お
り
（
ま
と
ま
っ
た
金
額
）
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
善
意
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
、

高
齢
者
に
も
優
し
い
町
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

漁
業
や
観
光
な
ど
、
世
界
的
な
荒
波
に
も
ま

れ
る
事
が
予
想
さ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
格
安
航
空
券

は
利
尻
に
と
っ
て
は
脅
威
で
あ
る
が
、
サ
ッ
カ

ー
日
本
代
表
が
優
勝
で
き
た
よ
う
に
チ
ー
ム
利

尻
が
一
つ
に
な
り
、
こ
の
逆
風
を
追
い
風
に
し

前
向
き
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

藤
井
孝
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

戸
嶋　

郁
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

前
田　

芳
久

　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

黒
川　

健
一

議会に請願（陳情）される方に
1．

2．

3．
4．

　請願書（陳情書）は下記の様式に準じ邦文で作成し
て下さい。
　請願書には、町議会議員の中から 1 名以上、紹介議
員として署名または記名押印を受けて下さい。
　請願・陳情はいつでも受付けております。
　その他不明な点については、議会事務局にお問い合
わせ下さい。　　　　　　　　　（電話 82－2512番）

（陳情の場合は「請願」を「陳情」に読みかえてください。）

（表）

請　願　書

請願書（代表）
住所
氏名　　　　　　　w

紹介議員
（署名または記名押印）

（裏）

○○○○○
に関する請願

請願書の内容

平成　　年　　月　　日

利尻富士町議会議長
　　○ ○ ○ ○ 殿

12
月

　平成22年11月16日、東京都で開催された「第
29回離島振興市町村議会議長全国大会」におい
て、議事として「離島振興に関する要望」につ
いて提案理由の説明を長岡議長（副会長）が行
い、満場一致でこれを採択することに決定され
ました。

提案の理由の説明を行う長岡議長提案の理由の説明を行う長岡議長
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